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実行委員長あいさつ

なぜ愛知で、全国大会への経緯
　ここ愛・地球博記念公園は環境万博の大きな潮流により、急遽「愛・地球博」のメイン会場となり、

様々な環境に関わる催しが繰り広げられました。私自身も周囲の里山を活用した自然体感プログ

ラム「森の自然学校」に関わり、森や施設の管理・保全等に汗を流し、森と関わる様々な出会い

と交流があり、その成果に少なからず心が高まったことを思い出します。

　愛・地球博では「自然の叡智」をテーマに、現代における自然の総合的な力や自然と人間の

関わりの重要性が取り上げられ、その中の市民プロジェクトとして国際シンポジウム「地球を救う

雨水利用」も開催され、地球的課題として雨水の利用が問われました。

　それから10 年を経て、さて「愛・地球博」とは何であったのか、この地域にどの様な影響を

与えたのであろうか、と振り返る時期となっていました。そんな時に愛知県の 10 周年記念催事「全

国都市緑化あいちフェア」が決まり、今回の雨水ネットワーク会議全国大会の話が世話人の方よ

り提案されました。我々もその趣旨の重要さを知り、多方面の関係者に呼びかけ、地域のみな

さまの賛同を得て、今日開催に至ることになりました。

　もうひとつこの地域の重要課題として、大雨による洪水や脆い土質による山地崩壊などの問題

があります。約 15 年前「東海豪雨」の記録的な大雨により、庄内川流域や矢作川流域の広い範

囲で大災害が発生しました。矢作川では山の崩壊によって多量の樹々や土砂がダムを埋め尽くし、

溢れた水が豊田市中心街を襲う寸前まで至りました。それ以降、豊田市は水源地域の合併を含

めた本格的な森林の調査・保全に力を入れ、緑のダム機能の再生に挑戦して来ました。これら

の森林や河川の流域管理も大きな課題となっています。

今、なぜ雨水利用か
　愛・地球博以降に雨水利用の活動は高まり、2008 年に「雨水ネットワーク会議」が設立され

ました。この会議では市民・行政・企業及び研究者等が、地域を越え雨水に関する情報や取り

組みの成果を共有し、環境保全に関する総合的な対策を推進することを目的に、雨水の貯留、

浸透及び利用に関する参加者相互の情報の交換及び交流活動を行って来ました。

　実は今回の提案を聞くまでは、この会議の存在を私も他の実行委員会メンバーも知りません

でした。この地域では近年の安定した水環境の整備により、深刻な水不足になることも少なくな

り、関心が低くなって来たことも一因かと思います。

　しかし、少し地域の歴史を振り返れば水飢饉や水害は定期的に出現しており、特に近年の都

00

市化による緑地の減少や、湿地・池等の身近な水辺の減少は、街が乾燥化し、水みち・湧水の

枯渇や都市のヒートアイランドなどの現象の原因ともなっています。ここ愛・地球博記念公園も

大型駐車場の整備などがその一因となっているかもしれません。

　このような状況の中で、雨水の土への浸透や一時貯留などの多様な利用法が再度必要となり、

昨年は「雨水に利用の推進に関する法律」が施行されました。これは「雨水の利用を推進し、もっ

て水資源の有効な利用を図る」という方針の基に、様々な雨水利用のアイデアが市民から、産

業界から、行政からも新たな視点と活動が必要となって来ています。

愛知の全国大会の目指す方向
　本大会はこの雨水ネットワーク会議の全国大会として、そしてこの地域の雨水に関わるリアル

な現状を見つめ直しながら課題と展望を浮かび上げる場として考えています。この地域の主要な

ものづくり産業も雨水などの豊かな自然資源を背景とし、用水路や水力等の利水技術の高まり

がその基盤となって来ました。一方で、産業技術の発展やそれにともなう生活スタイルの変化は、

雨水や里山の恩恵を忘れさせ、生命の基礎となる生活環境の悪化も招いています。

　また今年は愛・地球博から10 周年となり、これを契機に博覧会そのもの、及びそれ以降の様々

な立場の様々な取り組みを振り返り、その意義や成果を其々の方の状況の変化や実感を基に検

証する必要も感じています。

　時に雨は災害として襲いかかります。しかし身の回りの生命は雨によって育まれ、人間の暮ら

しは今も昔もその恵みによって成り立っています。特に穏やかで豊かなこの地域の環境は、雨水

を上手に受け入れ、その力を巧みに活かした文化を育んできました。

　これからも同様に、近代技術のグレーインフラ（道路・上下水道など）と地形や生態系を活

かしたグリーンインフラ（里山・河川など）を巧みに組み合わせ、正に「自然の叡智」を活かし

た雨水活用へと展開することを願って、この全国大会を開催したいと思います。

　最後に、ここ愛知で「雨水ネットワーク会議全国大会」を開催するにあたり、協賛、後援、協

力して頂いた皆様に改めて御礼申し上げます。昨年秋より準備会等を重ね、企画・準備に携わっ

て頂いた実行委員会の皆様、大会の趣旨に賛同して提案・協力を頂いた出演者や協賛者の皆様、

会場および見学施設を提供・協力して頂いた関係者の皆様、そして本大会に参加して頂いた皆

様に厚く御礼申し上げます。

実行委員長
森　由紀夫
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雨水ネットワーク会議全国大会のあゆみ

第1回  雨水ネットワーク会議全国大会・東京　（2008年8月6・7日）

　雨水ネットワーク会議設立大会。雨水ネットワーク会議設立の経緯や重要性を考え、雨と上手に付き合う
社会に向けて、雨水ネットワーク会議が目指すものについて話し合い、今後、雨水のネットワーク拡大に努
めていくことを決めた。

第2回  雨水ネットワーク会議全国大会 in 福岡　（2009年8月5・6日）

『 九州  天・雨・海（あま）ほめ祭り ～ 雨水ライフ、雨水Like ～ 』
　福岡大会では、自然の恵みである水の貴重さ、美しさ、危うさについて学び、
水の恵みに感謝することの大切さを共有した。そして、本来つながって一体で
あった「水の循環」を取り戻すことこそが解決をもたらすプロセスであり、そ
の実現に雨水ネットワークが寄与する可能性に気づくにいたった。

第3回  雨水ネットワーク会議全国大会2010 in 松山　（2010年8月5・6日）

『 雨の遍路道  空、山、里、海、そして空 ～水と人との縁を求めて～ 』
　松山大会では、水の確保と制御のための取り組み、森や農地の役割、町に
おける雨水利用等の水循環際栄の試み、陸水と海との関わりなど様々な観点か
ら議論を尽くし、水に関わる諸問題解決のために、「山」「「里」「町」「海」で
取り組むべき項目を掲げ、市民、企業、研究者、行政が連携を持って、健全
な水循環を構築することで、未来にわたり美しい自然と私たちの生活を守りつ
づけていくために、活動を始める決意をした。

【雨水ネットワーク会議とは】

　深刻化する都市の水危機を総合的に解決する手段として、また人類の持続可能な社会を

形成するための重要なファクターとして、今「雨水の貯留、浸透及び利用（雨水活用）」が注目

を集めています。雨水ネットワーク会議は、その流れの中で、雨を活かし循環する社会の実現

を目指し活動している全国各地の市民、企業、行政及び学会などが、緩やかなネットワークを

形成し、情報交換・活動連携することで、お互いの活動をより普及させることができる場所とし

て、2008 年8 月6 日に設立されました。

【雨水ネットワーク会議設立趣旨】

　21 世紀は、気候変動の影響により地球規模で洪水と渇水の振幅が激しくなるといわれてい

ます。大洪水と大干ばつは食の危機を引き起こし、将来、水と食の戦争さえ心配されています。

雨の危機管理は、今後の人類の持続可能な社会の発展の鍵を握っているといっても過言で

はありません。都市において、雨を貯留したり浸透させたりすれば洪水の防止になります。溜

めた雨水は自前の水資源として利用できます。それは大地震で水道が止まったときの代替水

源にもなります。また雨水で緑化や打ち水をしたり、道路に雨水を保水したりすれば、都市の

ヒートアイランド化の防止につながります。

　さらに、雨水の積極的な地下浸透は健全な地域の水循環を形成し、地下水や湧き水を甦ら

せ、河川に豊かな流れを取り戻すことにもなります。

　そのため、今、深刻化する都市の水危機を総合的に解決する手段として雨水の貯留、浸透

及び利用（雨水活用）が注目を集めています。平成19 年3 月に国土交通省は、下水道、道路、

公園、河川、住宅・建築等の関係部局の連名で「都市における安全の観点からの雨水貯留浸

透の推進について」を発表し、雨水の貯留浸透について、より一層の連携による事業の推進を

通知しました。また雨水利用自治体担当者連絡会に参加する自治体数も128 に増え、各地の

雨水市民団体と協働して雨水利用の普及に取り組んでいます。(社)日本建築学会も雨水利用

システム規格の作成に着手するなど、雨水の貯留、浸透及び利用（雨水活用）の取り組みが進

められています。しかし、雨を溜めて活かすことが当たり前の社会を実現するには、雨水に関

わる市民、企業、行政、及び学会などが、それぞれの役割を全うするだけでなく、互いに連携を

強め協働し、一体的な取り組みにしていく必要があります。 

　そこで私たちは、雨水に関する市民、企業、行政、及び学会がお互いの壁を取り払い、緩や

かなネットワークを形成し、情報交換と交流活動のためのプラットホームである「雨水ネット

ワーク会議」を設立しました。将来はこのネットワークを海外にも広げ、世界の水危機解決に

も貢献していきたいと思います。

2008年8月6日
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せ、河川に豊かな流れを取り戻すことにもなります。
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かなネットワークを形成し、情報交換と交流活動のためのプラットホームである「雨水ネット
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も貢献していきたいと思います。

2008年8月6日



第4回  雨水ネットワーク会議全国大会2011 in 大阪　（2011年8月5・6日）

『 琵琶湖から広がる流域の雨水活用 』
　大阪大会では、“ 流域 ” という観点から、雨水の管理や活用方法、またそれ
らの現状や課題について議論を交わし、「治水」の発送を転換し、流域全体で、

『雨水活用』を推進していくことを決めた。これとあわせて、未来に向かって雨
水活用を推進するためには、子どもの頃からの “ 雨の環境教育 ” が必要である
と提案した。また、東日本大震災によって発生した福島第一原発の事故による
放射能汚染についても話が及び、安心・安全な雨水活用の方法や技術の開発、
雨の水質等について正確の情報の発信や伝達を行うことなどを緊急提案した。

第5回  雨水ネットワーク会議全国大会2012 in 東京　（2012年8月4・5日）

『 “いのち”育む雨循環  いま～あした 』
　東京大会は、大阪大会での緊急提案をうけ、改めて自然の恵みである「雨」
について考え直す機会となった。
　大会宣言では、「雨水学習」「雨水事業」「雨水市民」「雨水行政」という分
野に分け、それぞれの役割を明確にし、雨水活用を広めるために “ 雨活（あめ
かつ）” を合言葉として、あらゆる分野の人々が知恵を出し合い “ 雨活人（あめ
かつじん）” を育て、“ いのち ” 育む雨循環の再生を推し進めていくことを掲げた。

第6回  雨水ネットワーク会議全国大会2013 in とうほく　（2013年8月24・25日）

『 雨から学び、雨水を活かして、つなげよう復興へ・未来へ 』
　とうほく大会は、古来からつづく水の文化に学び、雨を知り、雨の恵みに感
謝しながら、東日本大震災の経験を踏まえ、雨との付き合い方を「学ぶ」「育む」

「守る」「つくりだす」というキーワードで見つめなおす機会となった。
　大会宣言では、資源の循環、省エネルギーや水循環といった様々な視点で、
様々な人々が “ 雨 ” について考え、協働して “ 雨の恵み ” や “ 雨の持つ価値 ”
を活かした街づくりを行っていく。また、そのための “ 仕組みづくり ”“ 人づくり ”
を積極的に行うことを掲げた。

第7回  雨水ネットワーク会議全国大会2014 in 福井　（2014年8月23・24日）

『 ハッピーレイン ハッピースノー ためて つかって まもる ちえ 』
福井大会では、水の豊かな地域であり、豪雨や豪雪によって厄介ものとされて
しまった “ 雨 ” や “ 雪 ” を見つめ直し、雨や雪の恵みを知り、それによって自分
たちの暮らしが支えられていることを改めて考えなおした。前年降った雪を夏ま
で保存し利用するプロジェクトを実施し、その雪を使った展示や、自分が水の
粒となって水循環の旅に出かけ、様々な水の形や変化、水の役割を体感するす
ごろく、ペットボトルなど身近にある材料で作る浄水器づくりといった子ども向
け企画も行い、大人から子どもまで、雨や雪を体感して学べる大会となった。
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大会へのメッセージ

国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部

北村　匡（きたむら　ただし）

　「第8回雨水ネットワーク会議全国大会2015 in 愛知」の開催にあたり一言ご挨拶申し上げま

す。皆様方には日頃から水資源行政に、ご協力を頂きまして厚く御礼申し上げます。

　昨年を振り返りますと、夏の8月20日には広島県に局地的な豪雨により、住宅地背後の山が崩

れ、同時多発的に大規模な土石流が発生し74名の尊い命が失われるなど日本列島いたるところ

で局地的・集中的な豪雨や土砂災害が発生しました。さらには、御嶽山の噴火により戦後最悪の

犠牲者を出すなど、気象・気候、自然現象などの異変が間違いなく忍び寄ってきていることをこれ

まで以上に実感させられるものでした。

　このように雨水は豪雨となれば災害をもたらす一方、昭和53年の福岡渇水等を契機として水

資源の有効な活用方策として注目され、雨水の利用が推進されてきました。

　昨年５月に施行された雨水(あまみず)の利用の推進に関する法律に基づき、本年3月には、国

や国と関係する独立行政法人が地下階を有する建物を新たに整備する場合には、雨水の利用の

ための施設を原則として設置することが義務付けられたところです。この目標と同時に雨水の利

用の推進の意義、雨水の利用の方法、雨水の利用の推進に関する施策に係わる基本的な事項等

を定めた「雨水(あまみず)の利用の推進に関する基本方針」が策定されました。

　これから、地方公共団体が雨水の利用の推進に関する「都道府県方針」や「市町村計画」を策定

できるよう、国土交通省として技術的支援に努めるとともに、雨水利用のメリットについて普及啓

発等を行い、地方公共団体や国民等による雨水の利用を推進していきたいと考えております。

　また、昨年７月に施行された水循環基本法に基づき、本年7月10日に水循環に関する施策の総

合的かつ計画的な推進を図るために「水循環基本計画」が閣議決定されました。

　この計画では、健全な水循環を推進する上での基本的方針や政府が総合的かつ計画的に講ず

るべき施策が記載されており、「雨水・再生水の利用促進等水の有効利用を推進する」ことも位置

づけられているところです。

　最後に、本会議を始めとする関係者の皆様の雨水利用に関するこれまでの取組について感謝

申し上げますとともに、本活動を通じて雨水の利用がますます進展していくことを期待していると

ころです。

10

大会開催にあたり

　「第8回雨水ネットワーク会議全国大会2015 in 愛知」の開催にあたり、謹んでお慶びを申し上

げます。

今回、本大会が開催されますここ愛知県は『ものづくり』が盛んな県としてよく知られています。本

県は全国有数の工業県であり、自動車産業を始めとする製造業が大変盛んであります。しかし意

外にも本県は農業県でもあります。本県は、農業産出額も全国有数であり、花きにいたっては昭

和37年以来、全国第一位となっています。これらの産業を支えているものは豊かな水資源であり、

その源は本大会のテーマにも挙げられております“雨の恵み”です。

　“雨の恵み”は水資源として産業を支えているだけではなく、生活用水として私たちの日常生活

にとってもなくてはならないものです。そしてさらには、水資源として直接的に人間社会において

活用されるだけではなく、広く大地に降った雨は、野山の植物を育み、公園や緑地、住宅等にある

緑をも育み、私たちの暮らしを安らぎと潤いのあるものにしてくれています。特に、都市にある緑

は脆弱な植栽基盤の上に成り立っている場合もあり、これらを維持する上で、雨は大変重要な役

割を果たしているところです。

　私たちの生活を直接的に、間接的に豊かにしてくれる“雨の恵み” を上手に受け入れ、巧みに

活かすことで、人間社会を安らぎと潤いがあり、かつ持続可能なものとして未来につなげていき

たいものです。

このように雨は私たちの暮らしを豊かなものにしてくれるとてもありがたい存在でありますが、時

には豪雨となり、人間社会に大きな脅威をもたらす存在にもなります。一時期に大量に降った雨

は、時に洪水や土砂災害を引き起こし、人間社会に甚大な被害を発生させることもあります。ちょ

うど15年前、本県では未曾有の被害をもたらした東海豪雨がありました。多くの方々が被災され、

復旧には長い月日を要しました。

　恵みと脅威。雨の相反する特徴を上手に両立させることは、ここ本県のみならず、わが国で、さ

らには世界各国で、はるか昔より知恵が絞られてきたところです。しかし自然の脅威には人間の

力もいまだ届かずといったところだと思います。

　雨水ネットワーク会議の目的は、「市民、行政、企業及び研究者等が、雨水の貯留、浸透及び利

用に関する情報や取り組みの成果を利水、治水、防災及び環境保全について、地域を越えて共有

し、ともに渇水、洪水及び防災並びにヒートアイランドや水循環系の健全化等の環境保全に関す

る総合的な対策を推進することによって、持続可能な社会を未来につなげることである」と聞い

ています。ちょうど10年前、「自然の叡智」を世界各国に発信した愛・地球博が本県の愛・地球博記

念公園（愛称：モリコロパーク）で開催されました。奇しくも同じ場所で、「近代技術を積み上げた

グレーインフラ（道路・上下水道など）と、地形や生態系を活かしたグリーンインフラ（里山・河川

など）を巧みに組み合わせ“自然の叡智”を活かした雨水活用を考える」本大会が開催されること
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は、愛・地球博の理念の継承という点でも喜ばしく感じるところです。その上、本大会は有識者の

みの閉じられた空間で議論されるものではなく、愛・地球博と同じように市民や企業を巻き込ん

だ議論と取組が展開されると聞いております。本県といたしましても本大会の成果には大きな期

待を寄せているところです。

　本県では、「自然の叡智」をテーマとした愛・地球博が10年前に開催されて以降、5年前には多

様生物性の保全などを目的とした「生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）」が開催され、

さらに昨年は先進国が取り組むべき環境保全などが議論された「持続可能な開発のための教育

（ESD）に関するユネスコ世界会議」がありました。このような機会をとらえて、本県は環境と経済

の調和のとれた発展や自然との共生などについての知見の普及啓発に取り組んでまいりました。

また本年は愛・地球博の10周年を記念して、9月12日より58日間にわたり、ここ、モリコロパークで

「第32回全国都市緑化あいちフェア」が開催されます。全国都市緑化フェアは緑豊かな街づくり

に関する啓発を図るため、毎年、全国のいずれかの都市で開催されているものです。今回のテー

マは「緑のある暮らしの明日を愛知から【花を愛し、緑のチカラを知る 全国都市緑化 愛・知 フェ

ア】」となっております。このフェアの開催により、愛・地球博の記憶が呼び起こされると共に、緑や

自然への関心が高まり、また理解もさらに深まるものと思います。

　自然界の中では、人間もいろいろな生物の一員として複雑に絡み合った生態系の中で生きて

います。またこれらの生態系には、雨水をはじめとする様々な環境的要素が直接的に、間接的に、

そして複合的に影響を及ぼしています。この複雑さゆえ、多面的な理解が必要となります。自然の

叡智、生物多様性、持続可能な開発のための教育といった面からの検討成果を継承し、今後も引

き続き県民の皆様が理解を深める機会を提供することが大切であると思います。

　本大会は、愛・地球博やCOP10、ESDに関するユネスコ世界会議を開催してきた本県の取り組

みを発展させるものとして非常に有意義であり、また、愛・地球博10周年として行う「第32回全国

都市緑化あいちフェア」との相乗効果も大いに期待され自然との共生などについて県民の理解

がますます深まることと思います。そのためにも、本大会が盛況に開催され、成功裏に終わること

を心から祈念いたします。
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大会へのメッセージ

長久手市長

𠮷田 一平（よしだ　いっぺい）

　第8回雨水ネットワーク会議全国大会2015 in 愛知」の開催を心よりお祝い申し上げます。

　愛・地球博開催10年を記念した今大会が、愛・地球博のメイン会場でありましたここ長久手市の

愛・地球博記念公園で開催されますことを、主催者を始め、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　本市は、名古屋市東部に隣接し、市の西部は土地区画整理事業により住宅地や商業施設などが立

ち並ぶ都市化が進む一方、東部は今なお自然を多く残しており、市街地整備された都市と自然豊か

な田園の両面を併せ持っており、2012年1月に市制を施行し、長久手町から長久手市となりました。

　市の東西には日本唯一の磁気浮上式リニアモーターカー、通称「リニモ」が走り、その沿線には

研究施設や、市内４大学をはじめ、計11もの大学が点在する研究学園都市です。

　また、古くは、戦国時代の天正12年（1584年）に徳川家康・羽柴秀吉（後の豊臣）が唯一直接対

決した「小牧・長久手の戦い」の古戦場のまちとして全国に名が知られています。

　本市の人口は、愛・地球博が開催された2005年当時の約46,000人から、この10年間で大幅に

増加し、約57,000人となり、今後もリニモ「古戦場公園駅」や「公園西駅」周辺での土地区画整理

事業の進捗に伴い、人口増加が見込まれています。

　このように本市が発展する一方、里山や田畑に目を向けると、生活様式の変化などにより保全

管理の担い手が不足し、貴重な自然財産である里山や田畑等が荒れはじめています。

　今、本市では、緑や地域資源の保全・活用を実現するために、様々な取組みを市民とともに行う

ことを考えています。

　まず、里山の保全・活用の取組みとしては、今後20年先を見据えた里山のあり方について考え、

地域住民やNPO等が積極的に里山整備に関わる仕組みづくり、貴重な自然財産の保全・活用を

推進する「里山プラン」の策定をします。

　次に、農の取り組みとしては、環境・生態系保全の役割も担う「農」を様々なまちづくりに生かし、多

くの市民が農に親しみ、農にふれあいながら、市民の居場所や役割を見つけ、幸福に暮らすことがで

きる「農のあるくらし・農のあるまち」の実現に向けた長久手田園バレーの取組みを行っています。

　更に、河川の取り組みとしては、市内を流れる香流川を市の貴重な資源として考え、「香流川整

備基本計画」を策定し、香流川を基軸とした、水と緑と人をつなぎ、川に顔を向けた交流空間をつ

くる事業を展開しようとしています。

　しかしながら、このような緑や地域資源の保全・活用を実現するための取り組みは、行政だけ

ではできません。従来の手法では通用しない時代では、新しい価値感や新しいまちづくりの仕組

みづくりは、市民参加なしでは生まれないと考えています。

　何でも行政が行う時代は終わり、市民はお客様という考えを行政側も捨て、市民自ら主体的に行

う仕組みに変えていかなければなりません。そのためにも、あえてわずらわしい課題を市民に投

げかけ、議論を起こし、時間をかけて考えながら合意を作り上げていくことが大切だと思います。
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　酒造りに必要な『発酵』というプロセスをご存じでしょうか。発酵があるからこそおいしいお酒

が出来上がるのです。添加物を加えず、十分な時間をかけ、自然の摂理に任せる…。

　同じように、市民のみなさんが主役になり、じっくり時間をかけて練り上げることがとても大切

だと考えます。

　今大会において、10年前の愛・地球博までを振り返り、参加された皆様の力で雨水や里山の恩

恵を改めて見つめ直し、「自然の叡智」を生かした市民主体の雨水活用がさらに展開することを

願いまして、挨拶とさせていただきます。　
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講演

雨水の恵み、森の恵みと私たちの生活
東京大学大学院農学生命科学研究科准教授・附属演習林生態水文学研究所長

蔵治 光一郎（くらじ　こういちろう）

１．雨水の恵み
　1991 年から 2 年間、青年海外協力隊員としてマ

レーシア・サバ州（ボルネオ島）サンダカンの州政

府職員宿舎に一人で住んでいた。コンクリート造一

戸建で公営水道が備わっていたが、雨が続くと水

が茶色くなり、洗濯板で洗っていた白い衣服がだん

だん茶色に染まっていった。さらに雨が続くと、水

源地で何かが詰まるためか、断水となり、水が一

滴も出ない状態が数日間、続いた。この家には金

属製の約 1m 四方の巨大な雨水タンクが備えられて

おり、蛇口がついていて水浴びもできたので、大変、

重宝したことを懐かしく思い出す。雨水タンクさえ

あれば断水しても数日間は安心だった。熱帯雨林

気候といえども 2 週間以上雨が降らない期間が年

に数回ある。しかしどうやらそういう時に水道を復

旧させる作業を行うらしく、雨水タンクが空になる

頃には水道が復旧した。何とも合理的な仕組みで

あると思った。

　なお停電もしょっちゅう発生した。そもそも発電

量が足らないことに加えて、送電設備がもろく、倒

木などによってすぐ送電がストップした。夜、急に

停電になることも多く、最初は慣れなかったが、す

ぐに家の中のあちこちにろうそくとマッチを用意し

ておけば、ほとんど何の支障もなく生活できること

がわかった。

２．森の恵み
　2003 年から12 年半、瀬戸市にある東大演習林

の敷地内にある築約 50 年の木造一戸建て職員宿

舎に住んでいる。ある時から家族がガスコンロに

土鍋を乗せてご飯を炊くようになり、炊飯器はお

払い箱になった。ガスで炊けるなら薪でも炊けるだ

ろうと、試しに U 字溝に薪を入れて燃やして炊いて

みると、まったく問題なく炊けた（味の違いまでは

わからなかったが）。調理可能な薪ストーブがあれ

ばその上に載せても炊けるだろう。演習林には薪の

原料となる樹木が大量にあるので、雨水タンクと薪

ストーブさえあればライフラインが断絶しても数日

間は安心だということがわかった。しかし大学の宿

舎の改造は許されていないので、実行には移せず、

雨水が雨どいから犬走りを伝って側溝に流れ去る

のを残念な思いで眺めている。

３．河川流域は巨大な雨水のタンク
　私がボルネオ島で雨水タンクだけでは生きていけ

なかったように、日本では一般家庭で使う水を雨

水だけで賄うのはまず不可能である。1 人が 1 日で

使う平均水量は地域差があり沖縄で多く北九州で

少ないが、全国平均では 289 リットルである（「日

本の水資源」平成 26 年度版より）。この量を賄う

のにどれくらいの大きさの雨水タンクが必要かは、

タンクの集水面積（屋根の面積）と雨の降り方によっ

て変わる。私が住んでいる宿舎の屋根の面積（約

100㎡）に東大演習林で観測された雨（平均年降水

量は 1,857mm）を 75 年間、連続して降らせる計

算を行った結果、渇水年も含めて毎日 289 リットル

使い続けると、容量 28,230 リットルの雨水タンク

が必要という結果が出た。日本で市販されている

大型雨水タンクはおおむね容量 1,000 リットルに過

ぎない。

　河川水や地下水は雨水に比べて水量が一年を通

じて安定している。これは雨を流域全体で受水し、

一時貯留してからゆっくり流しているからである。

河川流域は巨大な雨水タンクであり、河川水や地
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下水を水道水として利用している我々は、流域とい

う巨大なタンクの恩恵、すなわち自然の恵みを受け

て日々暮らしている。

４．森はタンクの入り口
　私たちの水道水や河川水は流域という巨大な雨

水タンクから流れてきたものだと書いた。このタン

クは上に蓋がなく、常時、開けっ放しになっており、

そこへ降ってきた雨水が捕捉されるようになってい

る。そして森は雨水がタンクに入る入口にある。

　森の存在は、雨水の流れに重要な役割を果たし

ている。雨水は森を構成する葉や枝に当たり、集

合し、森の中の地面に滴下する。森の中には落ち

葉の層があり、落ち葉の層のはたらきにより、雨滴

は地面に浸透していく。もし森がなかったり、森が

あっても地面に落ち葉の層がなかったりすると、雨

滴は地面に浸透しにくくなり、地表面を流れ下って

洪水流となってしまう。瀬戸市にある東大演習林で

の最新の観測結果によれば、森の中の落ち葉で覆

われた斜面に比べて、すぐ隣で最近の豪雨によって

斜面が崩れ、地面がむき出しとなっている斜面で

は、地面に染み込まずに地表面を流れる水の量が

約 10 倍、多くなることがわかった。森のはたらき

により、森の中に落ち葉の層ができることで、森は

雨水タンクの入口としてうまく機能し、私たちに水

の恵みをもたらすだけでなく、水災害のリスクを軽

減してくれているのである。

５．森は雨水の浄化装置
　森のはたらきはそれだけではない。雨水は貴重

な水資源ではあるが、その水質が私たちの飲用に

適しているとはいえない。雨水には大気汚染物質

が溶け込んでおり、その代表が硝酸態窒素（NO3）

である。NO3 は濃度が 10ppm を超えると飲用とし

て不適となる有害物質であり、発がん性が疑われ

ている。したがって雨水をそのまま飲むことはお勧

めできない。ところが雨水が山にいったん染み込ん

で集まり川となると、その水質は大きく変わる。東

大演習林赤津研究林の白坂試験流域には、矢田川

の最上流に位置し、瀬戸市の上水道にも使われる

きれいな河川水が流れているが、この河川水の水

質を雨水の水質と比較すると、有害な硝酸態窒素

は見事に取り除かれており、その代わりにナトリウ

ム、マグネシウム、カルシウムといったミネラル成

分が適度に溶け込んでいる。窒素が取り除かれる

のは、森林が養分として使ってしまうからで、森林

がまだ成長途上にあることを意味している。私たち

にとって森の恵みの一つである森林の水質浄化機

能は、森林が養分を吸収しつつ成長しようとしてい

ることの副産物である。

６．森は私たちのエネルギー源
　森と私たちの生活とのつながりは、流域という巨

大な雨水タンクの入口としての役割だけではない。

私たちにエネルギーや建築の材料を供給してくれる

役割が、最も重要な役割であろう。

　世界的にはエネルギーを森林から得ている人は

まだたくさんいるが、現代日本ではエネルギーを主

に電気やガスから得ている。原子力発電所が稼働

していない状況では、これらのエネルギーはほとん

どすべて化石燃料から作られている。しかし日本で

化石燃料が電気やガスという形で各家庭に供給さ

れるようになったのはせいぜい 100 年前のことでし

かない。ではそれより前の日本人はどこからエネル
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ギーを得ていたのだろうか。

　愛知県は古くからものづくりが盛んな土地として

知られている。「せともの」はその一例で、1300 年

の歴史がある。最近 100 年間だけをとってみれば、

せとものは化石燃料によって焼かれていたが、それ

以前は化石燃料がなかったので、薪や炭で焼いて

いた。1300 年前から100 年前までの陶器づくりの

歴史は、薪の燃焼効率の研究の歴史であり、薪づ

くりの歴史であり、森の樹木を伐り倒す歴史でも

あった。明治時代の愛知県は「日本三大ハゲ山県」

という誠に不名誉な呼ばれ方をしていたが、それは

それだけ森のエネルギーを大量に消費するものづく

り産業が活発に行われていたことの裏返しである。

７．ものづくりが森を壊し、
	 　　　　森の恵みを失った歴史
　名古屋市蓬左文庫に収められている内藤東甫の

「張州雑志」は、今から約 240 年前の愛知県尾張

地方の様子を克明に写実した貴重な史料である。

この史料の中に現在の尾張瀬戸駅前付近から眺め

た猿投山とそこから流れてくる瀬戸川を描いたもの

がある。猿投山の山頂はみごとなまでのハゲ山、

その手前に描かれた雲興寺山、赤津山もすべてハ

ゲ山である。赤津山の中腹には連房式の陶器窯が

描かれ、当時の陶器づくりは薪を容易に集めやす

い山地に粘土を運び上げて行っていたことを示して

いる。瀬戸川は現在も同じ場所を流れているが、

この絵に描かれた瀬戸川は現在の瀬戸川に比べて

川幅がものすごく広く、川床には大量の土砂が堆積

している様子が見て取れる。水田との境には堤防

が築かれているが、水田の地盤高は川底より低く、

天井川となっている。草木の根まで堀り取っていた

と伝えられる「森のエネルギーの過剰利用」によっ

て、流域の山がすべてハゲ山となり、大量の土砂が

河川に流出していたことを、ここまで明瞭に示して

いる資料は他に例をみない。

　江戸時代に尾張藩は庄内川や矢田川のひきおこ

す水害に悩まされていた。その原因の一つは上流

に立地していた瀬戸、赤津、東濃地方などの窯業が、

もともと標高が低くて利用しやすかった流域の山々

の樹木をエネルギー源として利用しつくし、すべて

ハゲ山にしてしまったことにある。明和 4(1767) 年

7 月 12 日の洪水では矢田川の堤防が決壊し、流路

が大きく変わり、2,154 人の死者を出した。この大

災害を受けて尾張藩は天明 4 ～ 7（1784 ～ 87）年

に洪水対策工事を行い、庄内川に並行した人工河

川（新川）を開削した。その新川も 2000 年の東海

豪雨時には破堤し、名古屋市西区や西枇杷島町な

どが甚大な被害を受けた。これは 1300 年前から

続いてきた、流域からの河川への大量の土砂流入

という負の遺産が、いまだに私たちの安全を脅かし

ている証でもある。

　ものづくりを続けるにはエネルギーが必要であ

る。私たちは化石燃料からエネルギーを得ることに

より、流域の山に森林を再生することに成功した。

しかし化石燃料を使い続けることは地球環境が持

続する方法ではない。過去の経験から学習し、私

たちに恵みと安全をもたらしてくれる流域の森林と、

エネルギーを必要とするものづくり産業を、これか

らどのように調和させ、持続させていくのか、みん

なで考える必要があるだろう。
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はじめに
　地球環境危機は深刻です。近年、権威ある科学

雑誌ネーチャーに「人類にとっての地球の安全運転

の限界」はどの程度かを検討した論文（Rockström 

ら 2009）では、環境問題 10 項目に亘って評価した

結果、気候変動、チッ素負荷、生物多様性喪失、の

３項目は既に超えているとされており、中でも生物

多様性喪失は最も大きなリスクと評価されています。

　一方、我が国は、コンサベーション・インターナショ

ナルによって、豊かな生物多様性に恵まれているも

のの、危機に瀕しているホットスポットのひとつと認

定されています。我が国における生物多様性の危機

は水とその流れ、プロセスの危機と密接に結びつ

いています。関西自然保護機構がまとめた「近畿地

方における保護上重要な植物－レッドデータブック

近畿－」(1995) によると、大阪府から絶滅した植物

84 種のうち半数以上が水湿地のものです。その後、

国レベルで数回の改定を経た「生物多様性国家戦

略」でも、我が国で最も改変されて危機に瀕した

ハビタット（生育環境）は、干潟や浅海域、氾濫原

であることが認識されています。

　一方で、こうした危機を招いた都市化の進展とと

もに、失われたのは水辺というハビタット（生息・生

育場所）だけでなく、時には洪水氾濫もある自然的

な「攪乱」プロセスであることを認識する必要があ

ります。生物多様性の基盤としてのハビタットとして、

時間的・空間的にさまざまなスケールの攪乱プロセ

スに対応した、多様な立地パターンがあるのです。

　雨はその攪乱の主要な要素ですが、都市は雨を

とにかく邪魔者扱いにしてきました。建物や道路か

らは、できるだけ速やかに排水して下水に流し、川

は掘り下げて、できるだけ早く海に流してしまおうと

してきました。水たまりや湿地も目の敵にして、干

拓や埋め立てをしてきました。しかし、そのおかげ

で都市から水辺の生き物が姿を消し、ヒートアイラ

ンドが激化するとともに、都市型洪水の危険性も高

まってきたのです。そこで、逆に雨の恵みを見直し、

庭だけでなく建築も道路もみな、雨を受けとめ、保

水し、利用し、蒸発散と地下水を涵養に役立て、生

物の生息環境を再生しようという流れが世界中で起

こってきました。

　既に負債が 1 千兆円を超える我が国の財政危機

のなか、地球環境と財政の双方に負荷をかけるダム

や堤防などのハード整備を最小限にした、地球環境

への「賢い適応」へのひとつのツールが「雨庭」です。

グレーのインフラを「要塞型」というなら、自然生

態系の恵みを生かしつつ災いは「柳に風」と受け流

すグリーンなインフラは賢い土地利用とデザインで

実現するものです。

　内閣府の資料によると、なんと今後５０年で我が

国の人口は 8 千５百万人くらいにまで縮小するそう

です。だからこそ、地球環境危機に対しては、かつ

て都市開発で破壊した自然の再生も含む「賢い強靭

化」が望まれるのです。

１．気候変動と都市の治水
１－１．増大する洪水氾濫リスク

　気象庁によると降雨強度が 50 mm/ 時を超える

集中豪雨の頻度は、昭和 51 年から平成 17 年の 30

年間で約 1.4 倍に上がっていますし、100 mm/ 時

の集中豪雨の頻度は、約 2.1 倍です。

水害統計によると、日本における1997 年から 2006

年までの 10 年間の内水氾濫の被害総額は 2.4 兆円

で、被害総面積は 20 万 ha に及びます。その発生

頻度の高さゆえに、河川の水が堤防を超えて都市

部に流れ込む外水氾濫による被害（被害総額 1.9 兆

円 , 被害総面積 11 万 ha）を上回ります。

１－２．柳に風型の都市の治水

　そこで注目したいのが「柳に風型」の街作りで

す。アメリカのメリーランド州で 1990 年に始まった

LID: Low Impact Development（低負荷開発）の考

え方と同じです。これはもともと、都市部における
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雨庭のすすめ〜気候変動と生物多様性の損失への賢い対応
京都学園大学バイオ環境学部教授・京都大学名誉教授

森本 幸裕（もりもと ゆきひろ）

総合的な雨水管理を、開発以前の自然な水循環に

習って、無理をしないデザインを推進しようとしま

す。イギリスの SUDS：sustainable urban drainage 

systems、ニュージーランドの LIUDD: Low Impact 

Urban Design and Development、ニューヨークな

どでは Green Infrastructure、グリーンインフラとし

て雨庭やバイオスウェルが推進されています。

柳に風型の都市の治水の基本は流域治水で、雨水

は降った場所での貯留と利用を図ることを旨とする

だけでなく、土地利用の最適化も重要です。たとえ

ばブラジルの環境首都とも言われるクリチバ市の中

心近く、洪水氾濫の危険地域は普段は緑地として機

能しますが、洪水時には遊水地となります。国連が

定めた生物多様性年の 2010 年、そのキックオフ式

典が国際自治体会議の会合に合わせて開催された

イベント施設はその氾濫原の緑地内にありますが、

住宅はありません。

　こうした都市の土地利用への配慮から、緑地系

統、個々の公園緑地、街路、建築、庭園に至るまで、

雨水を受け止め、利用するとともに本来の生態系

機能にも貢献するような仕掛けを工夫する必要があ

ります。雨水タンク等の貯留設備にとどまらず、屋

上緑化や雨庭、駐車場緑化、バイオスウェルと呼ば

れる街路の排水を兼ねた道路緑地など、小さな取

組みも含めて、流域全体の街に散りばめて組み合わ

せると、その能力はかなりのものとなります。

　雨庭を含むシステム全体によって雨水貯留・浸透・

蒸発散させ、利用することで流出ピークを遅らせて

低減して下水や河川の負担を軽減することができ

ます。もちろん、極端気象の豪雨時には、能力を

超えることもあるでしょうが、あえて氾濫を想定し、

高リスク地域の非居住利用や浸水対応デザインと避

難などの対応方法の準備しておくことで、被害を最

小限に抑えるという、減災の考え方を採用します。

その場合の雨水処理能力の目標は、100 年確率な

どの降雨量をもとに検討するのがこれまでの常套手

段でしたが、実はこうした値そのものは確固たるも

のではなく、100 年に一度の降雨が実際にあるとた

ちまち跳ね上がってしまうものです。ゆえに、大間

違いのない値として、各戸、あるいは各ビルの敷地

面積に対して一律に、浸透能で 100mm ／時間、貯

水能 100mm の確保を目標とすればよいでしょう。

国土交通省も、「100 mm/h 安心プラン」の推進を

始めました。

２．８つの効能
❶ 洪水流出緩和

　名古屋市で一般的な型の雨庭を 5000 平方メート

ルに 1 個設置したとき、連続 100mm の集中豪雨

時の雨水流出を 7.5% 抑制できるという試算があり

ます。

　産官学のエコロジカルネットワークの取組みがあ

る大阪の淀川と鶴見緑地の間の市街地部分は、明

治期には水田や蓮田であった地域ですが、現在は

ほとんど都市化しており、内水氾濫頻発地域です。

筆者らが調べたスタディエリアの不透水性舗装地域

628.6ha（樹林、草地、畑、裸地、水域など透水性

地域は 141.9ha）のうち雨庭化しやすいところは全

体の 2.3％でしたが、ここを雨庭とすることで、当該

地で新設された西郷通調節池の貯水量 4 万㎥の倍

以上の能力が見込めます。

❷ 湧水保全・地下水涵養

　東京の野川流域では崖線に沿ったハケと呼ばれる

湧水は、野生生物の生育環境 ( ビオトープ ) だけで

なく、名勝庭園にも貢献していますが、その水源と

なる台地上の住宅開発では、地下水を涵養する雨

庭の取り組みが早くから行われてきました。

❸ 水質浄化

　雨水は、大気、屋根、道路などを通り過ぎる間

に、汚染物質を含むようになりますが、雨庭は雨水

が浸透する過程で、これら汚染物質の分解や吸着、

濾過の水質浄化機能を持ちます。米国の EPA によ
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スに対応した、多様な立地パターンがあるのです。

　雨はその攪乱の主要な要素ですが、都市は雨を

とにかく邪魔者扱いにしてきました。建物や道路か

らは、できるだけ速やかに排水して下水に流し、川

は掘り下げて、できるだけ早く海に流してしまおうと

してきました。水たまりや湿地も目の敵にして、干

拓や埋め立てをしてきました。しかし、そのおかげ

で都市から水辺の生き物が姿を消し、ヒートアイラ

ンドが激化するとともに、都市型洪水の危険性も高

まってきたのです。そこで、逆に雨の恵みを見直し、

庭だけでなく建築も道路もみな、雨を受けとめ、保

水し、利用し、蒸発散と地下水を涵養に役立て、生

物の生息環境を再生しようという流れが世界中で起

こってきました。

　既に負債が 1 千兆円を超える我が国の財政危機

のなか、地球環境と財政の双方に負荷をかけるダム

や堤防などのハード整備を最小限にした、地球環境

への「賢い適応」へのひとつのツールが「雨庭」です。

グレーのインフラを「要塞型」というなら、自然生

態系の恵みを生かしつつ災いは「柳に風」と受け流

すグリーンなインフラは賢い土地利用とデザインで

実現するものです。

　内閣府の資料によると、なんと今後５０年で我が

国の人口は 8 千５百万人くらいにまで縮小するそう

です。だからこそ、地球環境危機に対しては、かつ

て都市開発で破壊した自然の再生も含む「賢い強靭

化」が望まれるのです。

１．気候変動と都市の治水
１－１．増大する洪水氾濫リスク

　気象庁によると降雨強度が 50 mm/ 時を超える

集中豪雨の頻度は、昭和 51 年から平成 17 年の 30

年間で約 1.4 倍に上がっていますし、100 mm/ 時

の集中豪雨の頻度は、約 2.1 倍です。

水害統計によると、日本における1997 年から 2006

年までの 10 年間の内水氾濫の被害総額は 2.4 兆円

で、被害総面積は 20 万 ha に及びます。その発生

頻度の高さゆえに、河川の水が堤防を超えて都市

部に流れ込む外水氾濫による被害（被害総額 1.9 兆

円 , 被害総面積 11 万 ha）を上回ります。

１－２．柳に風型の都市の治水

　そこで注目したいのが「柳に風型」の街作りで

す。アメリカのメリーランド州で 1990 年に始まった

LID: Low Impact Development（低負荷開発）の考

え方と同じです。これはもともと、都市部における
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総合的な雨水管理を、開発以前の自然な水循環に

習って、無理をしないデザインを推進しようとしま

す。イギリスの SUDS：sustainable urban drainage 

systems、ニュージーランドの LIUDD: Low Impact 

Urban Design and Development、ニューヨークな

どでは Green Infrastructure、グリーンインフラとし

て雨庭やバイオスウェルが推進されています。

柳に風型の都市の治水の基本は流域治水で、雨水

は降った場所での貯留と利用を図ることを旨とする

だけでなく、土地利用の最適化も重要です。たとえ

ばブラジルの環境首都とも言われるクリチバ市の中

心近く、洪水氾濫の危険地域は普段は緑地として機

能しますが、洪水時には遊水地となります。国連が

定めた生物多様性年の 2010 年、そのキックオフ式

典が国際自治体会議の会合に合わせて開催された

イベント施設はその氾濫原の緑地内にありますが、

住宅はありません。

　こうした都市の土地利用への配慮から、緑地系

統、個々の公園緑地、街路、建築、庭園に至るまで、

雨水を受け止め、利用するとともに本来の生態系

機能にも貢献するような仕掛けを工夫する必要があ

ります。雨水タンク等の貯留設備にとどまらず、屋

上緑化や雨庭、駐車場緑化、バイオスウェルと呼ば

れる街路の排水を兼ねた道路緑地など、小さな取

組みも含めて、流域全体の街に散りばめて組み合わ

せると、その能力はかなりのものとなります。

　雨庭を含むシステム全体によって雨水貯留・浸透・

蒸発散させ、利用することで流出ピークを遅らせて

低減して下水や河川の負担を軽減することができ

ます。もちろん、極端気象の豪雨時には、能力を

超えることもあるでしょうが、あえて氾濫を想定し、

高リスク地域の非居住利用や浸水対応デザインと避

難などの対応方法の準備しておくことで、被害を最

小限に抑えるという、減災の考え方を採用します。

その場合の雨水処理能力の目標は、100 年確率な

どの降雨量をもとに検討するのがこれまでの常套手

段でしたが、実はこうした値そのものは確固たるも

のではなく、100 年に一度の降雨が実際にあるとた

ちまち跳ね上がってしまうものです。ゆえに、大間

違いのない値として、各戸、あるいは各ビルの敷地

面積に対して一律に、浸透能で 100mm ／時間、貯

水能 100mm の確保を目標とすればよいでしょう。

国土交通省も、「100 mm/h 安心プラン」の推進を

始めました。

２．８つの効能
❶ 洪水流出緩和

　名古屋市で一般的な型の雨庭を 5000 平方メート

ルに 1 個設置したとき、連続 100mm の集中豪雨

時の雨水流出を 7.5% 抑制できるという試算があり

ます。

　産官学のエコロジカルネットワークの取組みがあ

る大阪の淀川と鶴見緑地の間の市街地部分は、明

治期には水田や蓮田であった地域ですが、現在は

ほとんど都市化しており、内水氾濫頻発地域です。

筆者らが調べたスタディエリアの不透水性舗装地域

628.6ha（樹林、草地、畑、裸地、水域など透水性

地域は 141.9ha）のうち雨庭化しやすいところは全

体の 2.3％でしたが、ここを雨庭とすることで、当該

地で新設された西郷通調節池の貯水量 4 万㎥の倍

以上の能力が見込めます。

❷ 湧水保全・地下水涵養

　東京の野川流域では崖線に沿ったハケと呼ばれる

湧水は、野生生物の生育環境 ( ビオトープ ) だけで

なく、名勝庭園にも貢献していますが、その水源と

なる台地上の住宅開発では、地下水を涵養する雨

庭の取り組みが早くから行われてきました。

❸ 水質浄化

　雨水は、大気、屋根、道路などを通り過ぎる間

に、汚染物質を含むようになりますが、雨庭は雨水

が浸透する過程で、これら汚染物質の分解や吸着、

濾過の水質浄化機能を持ちます。米国の EPA によ
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ると、例えば、リン 65 〜 87 %、窒素 49 〜 67 %、

亜鉛 64 〜 95 %、銅 43 〜 97 %、鉛 70 〜 95 % を

除去する効果がある。シアトルで全市的に雨庭プロ

ジェクトが進行しているのは、2003 年にシアトル市

ロングフェロー入江で産卵前のギンザケの 88% が

汚染された流出降雨が原因で死亡した経験がある

からです。

❹ ヒートアイランド現象の緩和

　雨庭は、ヒートアイランド現象の緩和にも効果を

発揮することが期待されます。京都駅ビル（後述）

では、かつて夏季には暑くて人通りが絶えていた南

遊歩道が回遊スペースとして機能するようになりま

した。

❺生物多様性の保全

大阪府から絶滅した植物種 84 種の内、半数以上の

47 種が水辺・湿地に生息する種であることが示すよ

うに、都市化ではまず水辺の自然が犠牲となってき

ました。雨庭はそうした生息環境の再生に貢献する

ことが期待されます。メリーランドでの目安のよう

に、雨庭を作るときに水を貯めてみて、48 時間以

内に排水されることを整備の目安とすると蚊の発生

の心配もありません。では、逆にそんなところに湿

生植物は無理ではないかという疑問もあると思いま

すが、一時的に氾濫する立地を含む氾濫原の原野

植生の立地として期待されます。そのような立地は

都市化によって失われたハビタットの代表でもあっ

て、ノウルシ、タコノアシ、ヤナギヌカボ、ワレモ

コウや秋の七草のひとつフジバカマなど、雨庭が絶

滅危惧種のレフュージとなることも夢でありません。

❻ 修景

　雨庭は「庭」です。優れたデザインとメンテナン

スは、都市に潤いをもたらします。ベルギーのブ

リュッセルでは、分流式下水道の導入にあたり、雨

水の排水路を暗渠やコンクリートではなく、水路型

の雨庭としてブルーネットワークを整備しました。こ

の雨庭ネットワークには、水鳥やスプリング・エフェ

メラルの草花などもあって、地域の人々に親しまれ

ています。

❼ 身近な自然体験の提供

　雨庭など都市の自然は、身近にあるために市民

がすぐアクセスできるという利点があります。雨水

と一緒に遠ざけてしまった自然と子供たちが触れ合

え、虫取りや魚とりができる場を取り戻しましょう。

親や学校による躾よりも、幼少期の自然体験の方が、

道徳観・正義感の醸成に効果的であると明らかに

されている程なのですから。TEEB の中間報告書で

は、ロンドン市内に再生された湿地環境との触れ

合いが、注意欠陥・多動性障害の子どものケアに

大きな役割を果たしたことが取り上げられています。

また、人々の心に焼き付いている原風景の遊び場を

調査すると、水辺を伴った自然スペースが多いこと

が分かっています。

❽ コミュニティの交流促進

　最も単純な形態の雨庭は、施工に複雑な過程が

ないため、マニュアルにしたがって素人でも作成可

能です。その際、ワークショップを通して隣人と協

力しあった施工と管理のプロセスからコミュニティ

の交流が生まれます。雨庭は生き物のネットワーク

に役立つだけでなく、人々のネットワークに役立つ

のです。

３．既存建築に雨庭
　既存建築にも雨庭ができます。2012 年 8 月、15

周年を記念して京都駅ビルに設置された雨庭は、

屋上に降った雨水と地下湧水を貯水タンクに貯め、

徐々に下の階に設置したプランターに水を供給しま

す。湧水の汲み上げはシート型太陽光発電を利用し

て商用電源は使用しません。植栽は京都の原風景「里

山」、「棚田・湿地」、「池沼」がモチーフです。池沼

ゾーンでは、かつて存在した天然記念物巨椋池に生

育していた種を中心に構成し、アサザ、デンジソウ、

など絶滅危惧種の生息場所としても機能していま
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す。整備された結果、都心にもかかわらず、早速イ

ソヒヨドリが飛来したり、長距離の渡りをするチョウ

として著名なアサギマダラもフジバカマの吸蜜に訪

れており、エコロジカルネットワークの「飛び石」と

しての機能を果たしています。

２－３ 都市グリーンインフラとしての展開
　ニューヨーク市ではハリケーン・サンディの被災

が雨庭をはじめとするグリーンインフラを展開する

大きな契機となったようです。緩衝緑地としての湿

地帯の再生や、屋上緑化の推進のほか、公共建築

の屋根からの雨水処理は雨庭を通して排水し、街

路整備では、街路樹緑化から帯状のバイオスェル

に変える事業が進展しています。都市交通では自動

車のシェアリングに続いて、自転車のシェアリング

事業が展開されていますが、そのステーションとバ

イオスェルを整備した街路や、雨水浸透保持機能

が増加して食と農の環境教育機能も備えた公園とす

るエディブル・ランドスケープなどは都市のグリーン

インフラのひとつといえるでしょう。

２－４ 日本的な雨庭グリーンインフラの展開
　日本においても、伝統的な日本庭園には、手水

鉢や水琴窟など、水を楽しみ、地下浸透を図る工

夫が数多く詰まっています。寺院に多いいわゆる「枯

山水」は大規模建築の屋根からの雨水排水処理の

仕掛けでもあります。また、コケやシダを用いた造

園技法は、休眠期の水生植物に代わって、冬期に

おいても緑の潤いのある水辺景観を作成することに

役立つでしょう。日本的な雨庭の新たな展開も期待

されるところです。

　代表的日本庭園である桂離宮庭園は桂川ぞいに

あって、川の水の恵みを生かして舟遊びもできる池

泉回遊式庭園ですが、当然、桂川の氾濫対策がデ

ザインに生かされています。つまり、書院は高床式

で、柱には幾度となく床下浸水を経験した跡があり

ます。にもかかわらず、四百年持続可能であること

には、桂川ぞいの堤のハチク林と深い関係がある

と思われます。

　また、平安時代の寝殿造り庭園は河川の恵みを

得つつ、洪水氾濫対応を考えた賢いデザインと言え

ます。

　筆者の所属する京都学園大学では京都市右京区

太秦に新キャンパスを開設するに伴い、伝統庭園の

多い土地柄に配慮し、中庭を雨水浸透貯留に配慮

した枯山水中庭を設置し、絶滅危惧種の多い「和

の花」の再生も狙っています。

　今後、地球環境時代における日本的な雨庭の美

しい展開が期待されるところです。

 

写真１　ニューヨークのバイオスェルと自転車シェアの拠点

 

写真２「和の花」のハビタットともなる枯山水雨庭
　　　　　　　　 （京都学園大学太秦キャンパス）
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徐々に下の階に設置したプランターに水を供給しま

す。湧水の汲み上げはシート型太陽光発電を利用し

て商用電源は使用しません。植栽は京都の原風景「里

山」、「棚田・湿地」、「池沼」がモチーフです。池沼

ゾーンでは、かつて存在した天然記念物巨椋池に生

育していた種を中心に構成し、アサザ、デンジソウ、

など絶滅危惧種の生息場所としても機能していま
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す。整備された結果、都心にもかかわらず、早速イ

ソヒヨドリが飛来したり、長距離の渡りをするチョウ

として著名なアサギマダラもフジバカマの吸蜜に訪

れており、エコロジカルネットワークの「飛び石」と

しての機能を果たしています。

２－３ 都市グリーンインフラとしての展開
　ニューヨーク市ではハリケーン・サンディの被災

が雨庭をはじめとするグリーンインフラを展開する

大きな契機となったようです。緩衝緑地としての湿

地帯の再生や、屋上緑化の推進のほか、公共建築

の屋根からの雨水処理は雨庭を通して排水し、街

路整備では、街路樹緑化から帯状のバイオスェル

に変える事業が進展しています。都市交通では自動

車のシェアリングに続いて、自転車のシェアリング

事業が展開されていますが、そのステーションとバ

イオスェルを整備した街路や、雨水浸透保持機能

が増加して食と農の環境教育機能も備えた公園とす

るエディブル・ランドスケープなどは都市のグリーン

インフラのひとつといえるでしょう。

２－４ 日本的な雨庭グリーンインフラの展開
　日本においても、伝統的な日本庭園には、手水

鉢や水琴窟など、水を楽しみ、地下浸透を図る工

夫が数多く詰まっています。寺院に多いいわゆる「枯

山水」は大規模建築の屋根からの雨水排水処理の

仕掛けでもあります。また、コケやシダを用いた造

園技法は、休眠期の水生植物に代わって、冬期に

おいても緑の潤いのある水辺景観を作成することに

役立つでしょう。日本的な雨庭の新たな展開も期待

されるところです。

　代表的日本庭園である桂離宮庭園は桂川ぞいに

あって、川の水の恵みを生かして舟遊びもできる池

泉回遊式庭園ですが、当然、桂川の氾濫対策がデ

ザインに生かされています。つまり、書院は高床式

で、柱には幾度となく床下浸水を経験した跡があり

ます。にもかかわらず、四百年持続可能であること

には、桂川ぞいの堤のハチク林と深い関係がある

と思われます。

　また、平安時代の寝殿造り庭園は河川の恵みを

得つつ、洪水氾濫対応を考えた賢いデザインと言え

ます。

　筆者の所属する京都学園大学では京都市右京区

太秦に新キャンパスを開設するに伴い、伝統庭園の

多い土地柄に配慮し、中庭を雨水浸透貯留に配慮

した枯山水中庭を設置し、絶滅危惧種の多い「和

の花」の再生も狙っています。

　今後、地球環境時代における日本的な雨庭の美

しい展開が期待されるところです。

 

写真１　ニューヨークのバイオスェルと自転車シェアの拠点

 

写真２「和の花」のハビタットともなる枯山水雨庭
　　　　　　　　 （京都学園大学太秦キャンパス）
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　天から雨が降ってくる。農耕文化の国日本では古

代より天を崇拝し、雨を生産・生活の恵みとして大

切にしてきた。しかし、天と雨を尊重する心は、日

本に限らず世界中の人々の共通文化である。

　例えば、世界最初の絵本である『世界図絵』（1658）

をひもといてみよう。それはチェコスロバキア出身

の宗教家にして教育者のコメニウスによって作られ

た世界の関係構造を示した絵本である。この絵本

は、汎知学の体系を子どもに知らせようとしたもの

で、宇宙から住居から小さな虫までといった事物と

それらの体系的関係構造を説明している。黒色だ

けの木版刷りの小さな絵本だが、その始めの項目

の 1 つに「雲」の頁があり、雨・あられ・雪・虹な

どが描かれている。（図 1）

　世界中の童謡を絵本表現として一冊に束ねた『私

のまち』には、ノルウェーの「あめ」がみられる。

そこでは子どもたちは雨にあたることを楽しんでい

る。子ども向けの絵本風詩集 “Talking Like the Rain”

の表紙（図 2）は興味深い。このタイトルには、作

者がアフリカの子どもたちから「雨のように詩をきか

せて」とせがまれたことからきている。雨はアメ・ヒ

ト・コトのつながりとしての物語を生みだしてくれる。

　小稿の目的は、世界の絵本の中に「雨は物語を

つれてくる」イメージを喚起してくれる典型を取り上

げ、雨への関心と雨水を活かすライフスタイルを育

むよすがにすることにある。
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幻燈

雨水は物語をつれてくる
NPO 法人まちの縁側育くみ隊代表理事

延藤 安弘（えんどう やすひろ）

図 1　コメニウス作『世界図絵』中の、雲 , 雨，あられ，雪 等
	 （ほるぷ出版）

図 2　『雨のように詩をきかせて』の表紙
	 （Little Brown & Company Ltd.）
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幼い頃から絵本好き。日々、絵本の発想―子ども ･ 生きものを慈しみ遊び心を大切にする―を実現する住まい・まち育てを研究・
実践している。自ら撮りためたスライドを用いてまち育て物語を熱く語る「幻燈会」が各地で好評。近著『こんなまちに住み
たいナ―絵本が育む暮らし・まちづくり』（晶文社，2015）現在、NPO 法人まちの縁側育くみ隊代表理事。工学博士。

〈資料〉 月刊KAJIMA 2014年6月号
 　　　鹿島建設株式会社



　天から雨が降ってくる。農耕文化の国日本では古

代より天を崇拝し、雨を生産・生活の恵みとして大

切にしてきた。しかし、天と雨を尊重する心は、日

本に限らず世界中の人々の共通文化である。

　例えば、世界最初の絵本である『世界図絵』（1658）

をひもといてみよう。それはチェコスロバキア出身

の宗教家にして教育者のコメニウスによって作られ

た世界の関係構造を示した絵本である。この絵本

は、汎知学の体系を子どもに知らせようとしたもの

で、宇宙から住居から小さな虫までといった事物と

それらの体系的関係構造を説明している。黒色だ

けの木版刷りの小さな絵本だが、その始めの項目

の 1 つに「雲」の頁があり、雨・あられ・雪・虹な

どが描かれている。（図 1）

　世界中の童謡を絵本表現として一冊に束ねた『私

のまち』には、ノルウェーの「あめ」がみられる。

そこでは子どもたちは雨にあたることを楽しんでい

る。子ども向けの絵本風詩集 “Talking Like the Rain”

の表紙（図 2）は興味深い。このタイトルには、作

者がアフリカの子どもたちから「雨のように詩をきか

せて」とせがまれたことからきている。雨はアメ・ヒ

ト・コトのつながりとしての物語を生みだしてくれる。

　小稿の目的は、世界の絵本の中に「雨は物語を

つれてくる」イメージを喚起してくれる典型を取り上

げ、雨への関心と雨水を活かすライフスタイルを育

むよすがにすることにある。

24

幻燈

雨水は物語をつれてくる
NPO 法人まちの縁側育くみ隊代表理事

延藤 安弘（えんどう やすひろ）

図 1　コメニウス作『世界図絵』中の、雲 , 雨，あられ，雪 等
	 （ほるぷ出版）

図 2　『雨のように詩をきかせて』の表紙
	 （Little Brown & Company Ltd.）

25

[ 延藤 安弘・プロフィール ]
1940 年、レンゲ畑ひろがる大阪に生まれる。京都大学大学院建築学専攻修了。
幼い頃から絵本好き。日々、絵本の発想―子ども ･ 生きものを慈しみ遊び心を大切にする―を実現する住まい・まち育てを研究・
実践している。自ら撮りためたスライドを用いてまち育て物語を熱く語る「幻燈会」が各地で好評。近著『こんなまちに住み
たいナ―絵本が育む暮らし・まちづくり』（晶文社，2015）現在、NPO 法人まちの縁側育くみ隊代表理事。工学博士。

〈資料〉 月刊KAJIMA 2014年6月号
 　　　鹿島建設株式会社



26 27



26 27



雨の環
わ

ミーティング



雨の環
わ

ミーティング



30 31



30 31



展示・イベント



展示・イベント



34 35



34 35



36 37



36 37



雨の水みちツアー



雨の水みちツアー



「長久手・里山湧水めぐり」
日　時／8月23日（日）10:00～12:00
定　員／15名　
参加費／2,000円
案内役／愛知工業大学　武田 美恵

★コース
地球市民交流センター → 長久手市熊張地
区 沢・棚田 〜 掘り抜き井戸の自噴する湧
水を利用して暮らす家々を巡る → 地球市
民交流センター 　　（移動は、バスと徒歩）

★みどころ
　里山に蓄えられた雨水はため池に湧き

出します。大草丘陵では天然の水を利用し

て美味しいお米を育てています。江戸時代

から変わらない棚田の風景と水を分け合

う住民同士のつながり、里山の川に生息す

るホトケドジョウを見ることができます。

　地下60〜100mから自噴する掘り抜き井

戸の湧き水は、優しくまろやかで夏の乾い

た喉を潤してくれます。自然の恵みを享受

する暮らしに触れてみましょう。

40

掘り抜き井戸　湧水

松杁の沢

「水源の森探索」
日　時／8月23日（日）10:00～12:00
定　員／15名　
参加費／1,000円
案内役／浜口祐子（もりの学び舎インタープリター）　神谷　博（水みちデザイナー）

★コース　地球市民交流センター → 林床花園 → 親林楽園 → 水源の森 → もりの学舎
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水源の森親林楽園

スタート

解散場所

水源の森
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data@kito-net.com  www.kito-net.com 
Tel.052-681-1701  Fax.052-679-1171

〒456-0073 名古屋市熱田区千代田町3-22

○UVコールドフォイル印刷
○UVホログラム転写印刷
○UVコーター付オフセット印刷
○一般オフセット印刷
○3D印刷
○バリアブル（可変データ）印刷
○Mac・Win・DTPデータ作成
○B倍プロッター出力

事 業 内 容

波紋が広がるように
アイデアを広げる
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